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平成 30年６月期通期業績予想値の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 

平成 29年８月 10日に公表いたしました平成 30年６月期の通期業績予想値につきまして、最近の業績動向

を踏まえ下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成 30年６月期通期業績予想値の修正（平成 29年７月１日～平成 30年６月 30日）                 

  

売上高 

 

百万円 

 

営業利益 

 

百万円 

 

経常利益 

 

百万円 

 

当期純利益 

 

百万円 

 

１株当たり 

当期純利益 

円銭 

前回発表予想(A) 14,000 150 180 △100 △6.95 

今回修正予想(B) 13,000 △400 △320 △900 △62.56 

増減額(B-A) △1,000 △550 △500 △800  

増減率(%) △7.1 - - -  

（ご参考）前年同期実績 

(平成 29年６月期) 
13,436 23 42 △298 △20.73 

 

修正の理由 

平成 30年６月期第２四半期累計期間につきましては、市場環境の変化を慎重に見極めた結果、既存業態の

市場適合性をより高めたうえでの出店が不可欠であると考え、当初予定していた出店数に至りませんでした。

また、度重なる天候不順及び中食や家飲み需要の増加等による業種・業界の垣根を越えた競争の激化により、

「居酒屋」が総じて低迷する中、売上高が当初想定を下回る結果となりました。 

  また、労働力人口の減少と緩やかな景気回復に伴う雇用の改善により、人材の確保が厳しくなっていること

から人件費が上昇しております。加えて、想定を上回る原材料価格の高騰が続いております。 

さらに、これらの経営環境の変化による店舗収益悪化に伴い、第２四半期累計期間において減損損失を計上

したことや、今後も継続することが予想される厳しい経営環境等を勘案し、平成 30年６月期通期業績予想値

における売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益につきまして、それぞれ下方修正しております。 



 

２．特別損失の計上について 

今後も厳しい経営環境が続くと予想されることから、各店舗の将来収益を再評価して見積もった結果、当社が

保有する固定資産につきまして、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、平成 30年６月期第２四半期累計

期間において５億８百万円の減損損失を計上いたしました。 

 

 

（注意事項） 

本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、現時点において入手可能な情報に基づいて作成したも

のであり、最終の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

以上 


